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北 村 正 司
(1)
外国語の習得には どの程度の知能を必要 とす るものであろ うか。この結論は
外 国語の習得 とは何か とい う見方によって変 って来る。
Friesによれば,それは限 られた語彙の範囲内で,音組織 をマス ターし 基 本的
文 法構造を自動的な習慣 とす ることである。すなわち談話の流れを理解 し,そ
れを相手方に了解できるように発す ることができ,文 法構造をよどみな く口頭
くユ　
で潜在意識的に運用できることである。これは読み方 と書 き方を排斥す るもの
'では決 してない。 しか し,制 限された語彙の範囲内で,学 習材料を読め るだけ
では充分でない。また書け るだけでも充分でない。学習者は,普 通の速度の談
く　　
話 を理解 し,ま た普通の速度で 自由に話す ことができなけれぽならない。 この
程度の習得は,た いていの成人は,充 分に選択 され組立て られた教材による科
・学的方法を用い,で きるだけ多 くの時間を投入すれぽ,大 体3ケ 月で達成 され
くの
る といわ れ る。事実 この主張は ミシガ ン大学英語研究所 のIntensiveCourseに
具 体化 され,8週 間 で そ の 目的 を 達 成 し て い る 。 しか し,FdesのOral
Appsoachがミシガ ソ大学で この よ うな成功を収 めてい るのは,そ の方法 が言
語 学の理論 を基 盤 とした優れた ものであ るだけで な く,言 語心理学 の原 則をた
くみに利用 してい るためで もあ ると考え られ る。 この コースは主 として外国の
留学 生を対象 とす るもので,週5日 毎 日4時 間 の授業のほかに,毎 日1時 間の
LabOratoryPracticeがあ る。学級は能力別に編成 され,学 級 の学生数は15名 以
!
(1)CharlesC.Fdes,Teachi㎎andLeamingEnglishasaForeignLanguage,P.3.太
田 朗 訳 注 「外 国 語 と し て の 英 語 の 教 授 と学 習 」p.5.
(2)ChadesC.FriesandAgnesC.Fries,Foundabe'onsforEnglishTeaehing,p.334.
〈3)C.C.Fries,loe.cit.太 田 朗 訳 注toc,Cit'
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下に限 られてい る。そ のほか 課 外 活 動 な ど学 習の機会が豊富 に与 え られ るα
こ うした事情で あ るか ら,学 生 のmotivationが強 く,ま たア メ リカで生活 しな:
が ら学ぶ ため,学 習 と練習の場面が虚構で な く現実であ り,そ の上教師陣 は専
門家の米人に よって構成 され,近 代 的 なla㎎uagelaboratoryを利用 で きるな ど
の大 きな利 点があ るQす なわち,言 語学習 の心理学的原則 といわれ る経験 的関.
連の原理,実 践的学 習の原理,洞 察 の原理,練 習移転の原理,モ ーテイヴエー
の コ
シ ョー ンの 原理 な どが最 大 限 に 利 用 されてい るので あ って,こ の ことがlntensive
Courseの成果 に大 きな貢献 を してい る ことは き わ め て 明 白であ る。Blochと一
Tragerも外 国語学 習について次の よ うに述べ てい る。
E町normalhumanbeinglearnsatleastonelanguage血ch丑dho(対,,
whichheoontinuestousethroughlife,constand,yleamingnewmaterial
andpanicipatinginsuchcha㎎esasmaytakeplaceintheusageofhis
community.Theprocessofaoqui血galanguage,whetherin吻cyo由
late訂1迂e,isalwaysessentialythesame.Onemustha▽easourceof
h丘ormation;onemustleamtorecoq.niZeandto .reproducetheutteごa丑ces・.
providedbythatsouエce;andonemustanalyzeandclassifytheutte・ances
onehasleamd.Thebestsourceofinfo㎜ationisanINFORMANT,a
聰dvespeaker.
Toleamalanguagefromaninfomユanレonepeedsonlythenomユa1
蚤ntelligenceofasmanch丑d;thereispo`specialg迂t'forlanguagespossessed
bysomebutnotbyothers.Everyonewhoisnotdeaforidiotichasfully'・
masteredhisnativelanguagebythee職dofhis』fifthyear,noInatterhow
dfficultorcomplexitmayseenユtostrangers;andwhoev(xhasaccomplish(姐
thisfeatcatlgoon,atanylaterage,toacquke壬ac遇ityir】oneormore
f(}reignlanguages-一一providedonlythathehasaccesstoardiablesourceof
information,thathehasplentyoft血eforthetask,andthathegoes
(1)WalterVincentKaulfers,ModemLanguagesforModernSchools,p.8ff.波多 野 完 潅 ・
外 「現 代 の 心 理 学 」P・223ff・
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aboutitintherightway,un.hamperedbyprejudiceandmisconceptions.
要す るに,普 通 の知能を持 ってい る人はだれで も外国語を習得す るこ とがで
き るとい うことであ って,そ の重要な条件 は,信 頼すべ き資料提供者があ る こ
と,そ して最良のinfonm.antはnativespeakerであ ること,学 習 の時間が充 分一
にあ ること,学 習の方法が正 しい ことで あ る。 これ らの条件 はMichigan大学
のIntemsiveCourseにおいては,完 全 に充足 され てい るのであ って,こ の よ う
な環境 においては,何 人 も外 国語 に習熟で き るとい うこ とがで きよ う。 また外
国語学 習の環境 を,一 歩で もそれ に近接 させ るとい う努 力がたえず行われ るべ
きであ る。 しか しなが ら,わ が 国の英語教 育の よ うに困難 な環 境において,普
通の知能の学習者 に英語 を習得 させ よ うとす る場合には,特 別 の努力 と工 夫が
指 導老側 におい て払われ なければ,成 果があが らない ことはい うまで もない。
特に 中学校 においては,生 徒 の英語学習は教室 内の活動 を中心 と して,そ のほ
か家庭におけ る予習,復 習が加わ る程度であ るか ら,教 材 の編成 と指 導法の適
否が生徒の英語学 習を大 き く左右 す るので あ って,言 語 学 的 に も心理学 的に
も,い ろい ろな原理 が充分に活用 され なければ な らない。OralApproachの原.
理 と技術につい ては,従 来 もFrieSその他の著作 に よって知 る こ とが で き た
が,最 近Fries夫妻の共著 に なるFoundationsforEnglishTeachingが刊行 さ
れ,日 本の英語学 習者を対象 とす る普通の 学 校 に お け るOralApproach展開,
実施 の方法が明 らか に され た。 次 にFxiesの諸 著 書 を 中 心 と して,Oxal
Approachを言語心理学 の角度か ら検 討 してみ よ う。
(2)
FoundationsforEnglishTeachingを見 る と ,そ のcorpusの場 面 は,常 に 日
本 の 生 徒 の 生 活 が 中心 と な っ て い る 。 こ れ は 意 味 の 深 い こ とで,な るべ く生 徒
の 直 接 体 験 に 結 び つ け て,具 体 的 な 場 面 に お い て,英 語 を 学 習 させ よ う と の 配 、
慮 に 基 く も の で あ る。Daleは ア メ リカ の 子 供 が 学 齢 前 に 習 得 す る語 彙 に つ い ・
て 次 の よ うに い っ て い る 。
(1)Bema正dBlochandGeorgeLTrager,OattineofLinguisticAnal!sis,PP.7--8.一
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Verbalism-theuseofwordswhicharenotunderstood--isadiseaseusually
・《vaughtipschoo1.You㎎childhenatenotseriouslyinfect〔対withit.The
.2,0000rsowordsthattheyknowbeforeenrollinginthefiretgradewere
'l
earnedthroughhandling,seeing,hearing,tasting,andtalldingwithothers-一.
atidbeforetheyleamedtoread.These2,⑪00wordsareneverforgotten.
Ofcourse,thisispartlyexplainedbythefactthattheyarefrequendy
xepeatedcommonwords.Butevenso,themethOdusedinlearningthese
.2,000wordsisonewhichmakeSforrealunderstanding.Themethod,for
くユラ・themostpart
,isthroughdixect,concreteexperience.
幼い子供が覚える語彙は,反 復に もよるが,具 体的な体験 を通 して習得され
る もので,決 して忘れ られ ることがない。この ことは語彙ぼか りではな く,文
法 構造について もいえる。習得の場面が,頭 の中で描いた仮空の ものでな く,
●
本 当 の 生 活 な の で あ る。DaleはConeofExperienceを作 成 し(次 図),体 験
く　　
ごを下記の よ うに分類 した。
(1),D圭rectexperiences
(2)Co面vedexperien(£s
(3)]Dramaticparticipation
(4)、DemonStrations
(5)Fiddtrips
(6)Exhibits
(7)Mo廿onpi伽res
(8)Radio,Recordings
Sti皿pictures
(9)VisualSymbols
(10)Verbalsy【nobOls
}involveDOINGinorderofdecreasingdirectness.
1involveOBSERVINGinorderofdecreasing
directness.
}involveSYMBOLIZINGinorderofincreasingabStraCtneSS.
(1)EdgarDale,Audio・ViSualMethodsinTeachin8・,p.16.
(2)E.Dale,伽 広,P.37ff.
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・Verbal
Symbols
`
/ >isualSymbols
＼
＼
砕
、R・d1・・R㏄ ・幽93託StlllPictures
Mot!onPictu鵬
Exhlbits
FieldTr1ps
層
Dem(鵬strations
D!amaticPar匝cipad㎝ ＼
Con征ivedExpeτiencα3 ＼
Di蓼ect,'Pu町x給ef哩lExperi∈nces
＼
＼
、
英 語 学 習 はL,最 初 の 段 階 で は,Daleのdbect,purpOsefUIexperiencesでな けくり
れ ばな らない。い ろいろな場面 を想定す る こと,つ ま り"pretendsituation"は,
頭 の中で場面 を想像す るのであ るか ら,抽 象 的にな りやす く,混 乱 を起 しやす
,い。 しか し,直 接 的な場面 は段階 の進むにつれ て利用 が困難 にな りが ちであ る
か ら,connivedexperiencesの利 用 も適切 に行われ るべ きであ る 。 こ の 場 合 で
も,生 徒の生活に密着 していれ ば,そ れ だ け 効 果 が 大 きい。Foundationsfor
-EnglishTeachingのCorpusでは,わ が国の中学校1年 を対 象 としたBook1の
場 面は教室 にな ってい る。 この手 法はPalmerやその他の学者 に よって,従 来
も試み られ た ものであ る。教室 に場面 を限定す る場合には教材 が単調 にな ると
い う憂いが感 じられ るか もしれ ないが,実 際 には相当 の変 化が可能で あ り,英
語学 習のための充 分成熟 した機会 を与えてmotiVafionを起す ことがで きる。そ
の上発話 はすべて実 際の場面におい て行われ るか ら,そ の意味内容をす ぐ確 め
られ るとい う大 きな利 点がある。上掲の書物(P.315)には次の 例があ る。
Yamada'sseatisinthethirdrow.
(1)C.C.FriesandA.C.Fries,op.cit.,p.309.
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Hisseatisthesecondseatintheth廿drow.
Whatarethenamesofthegirlsinthesecondrow?
(1)
Whositsinthefirstseatofthefirstrownearthedoor?
か くて,同 書(P.315)は
Nowhereelsecanonefindsuchasimpleandfamiliarsituatonh】which
tobuiduphabitsofrespon(丑ngaccv_ratelya1】dquicklytothreelayersofくり
mOdification.-asituationinwhichtheresponsesareimmediatelyverifiable.
と断 じている。Book2は生徒の学校生活における活動が中心 とな り,後 半 は
家庭生活に焦 点が移動 し,こ の間に 日米生活の比較が 行わ れ る。Book3に入
ると,生 徒をとりま く社会生活を中心 として,そ れに対応するアメ リカの社会
環境に興味を引き,日 米の文化の比較に よって視野の拡大が意図されている。
つ まり,最初の段階では,場 面の設定は直接経験に集中 し,学年が進むにつれ
て,直 接経験に基盤を置いて,ひ な型経験を利用す るようになってお り,言語
と文化の両面か ら,有 用な学習が行われるように企図されてい るわけであ る。
心理学か ら見ても,全 三巻にわたって,そ の原理が活用 されている。
上記の教材は,授業の実際面においては,全部対話で行われ るように編成され
る。言語の機能は伝達(communication)である。言語は手段であって,目 的で
はない。 したがって思想内容の発表 と理解の見地か ら教授 しなけ れ ば な らな
くおラ
い。 この点か ら考え ると,教材 も授業 も対話が主調 となってい るこ とは,生徒が
外 国語学習 の 目標 を見落す ことが ない よ うに な つてい るとい うことであ る。 ま
た,教材が生徒の生活 を中心 として作成 されてい る場 合には,授業外 におけ る生
徒の英語 の対話練習 に も,学習事項 を移転す ることがで き るとい う利 点があ る。
以上 の よ うな教材 に対 しては,そ の内容が単 調でや さ しす ぎるので ないか とい
う見方 も出 よ うが,corpusでは広範囲にわた って,日 米文 化の比較 も興味深 く
行われ てい るのであ つて,決 して内容に よるmotivationに欠け るものでは ない。.
(1)W.V.Kaulfers,op.cit.,P.39.
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(3)
外国語の新教材の提示にあた って,母 国語の使用を排除するか否かとい う問
題は,昔 か ら論議の的とな っている。今 日では適度の使用を認め るのが定説 と
思われるが,Friesの醗訳等母国語使用に対す る反対の態度は厳 しい ものが あ
る。
TheuseofJapanesetotenthepupilthemeaningofawordorexpression,
ortoexplainthe皿ea;i㎞gofastructurewhenitisf廿 『!introducedisnot
agoodprocedure.Itcamotbecalledabsolutelybadforasiヒngleitem.But
thecumulat士▽eeffectofevenaninfrequentuseofthispradiceofgivingin
」。pane、eexpl。n・ti・…fth・mean㎏ ・ ・fコ ・w瓜 ・t・i・1iS・xt・em・lyhad・ff.
itissousedaSageneralprocedurethepup丑swillneverdevelopa韮
adequatecontrolofE㎎1ish.Forpup且sthathavebeentaughtinthisfashion,
E㎎lishwinalwaysremahlsimplyad迂ferentsetoftagsfortheirown
I。pan。、ew。 ・d・.Th・irEngli・hwm・ ・n・i・t・f・nlytheext・n・1・h・Pm・fの
Englishwordsandstructuresgrasped血Japaneselanguageoontexts.
英語 教授 に おけ る蘇 訳や 日本語に よる説 明の害 は,た しかに上記 の よ うに な
る可能性がひ じ ょ うに強 い。またそ うい う方法で学習 され た 英 語 で は 実用 に
も,英 米文 化の理解 に も大 きな障害を与え るよ うに なる。 しか し,母 国語 の使
用を排 除 して,新 教材 の導入 を行 お うとすれ ば,教 材 自体が この 目的にそ うよ
うにで き℃い なければ な らない。意味 や用法 を,容 易 に把握で き確め られ る も
のでなけれ ぽな らない。FoundationsforTeaching・English(PP・16-17)セこは ・
否定 一般 疑問の導入 の教材 と して,次 の例が与えちれてい る。
(1)(Forthecontrast,mりt/Pアour・)
Myname's[Ota].What'syourname?
(1)C.C.Fri・ ・andA.C.・Fri・ ・,・P・ ・it・,PP・338-339.
(28)人
Myname's[Uedaコ.
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(2)(Forthecontrast,クo副his/her.)
What,syourtriend,snalne?
His/Hemalneis[ltoコ.
(3)(Fortheoontrast,hisnameis-!ishisnamb-?
Contrastofpositioninstatementversusthatofquestion.)
Hisnameis[Ueda].Ishisname[Uedaコ?
Yes.Hisnameis[Uedaコ.
(4)(Fortheoontrast,」 μeswithis!nowithisn't,Theremustbe
correlationwiththefact.)
Ishibname〔Ota〕?
No.Hisnameisn't[Otaコ.Hisnameis[Ito].
(5)(Forthecontrast,shortanswers,Yes.」rtis./ノVαItisn'乙There
mustbeoorrelationofYes.1渉isLor/Vα1渉isn,乙withthefact.)
Ishisname[Uedaコ?
Yes.Itis.
Ishisname[Ota]?
No.Itisn,t.
以上の過程を経て生徒がyeSとitiSまたnOとitiSn'tの相関関係を確実
に会得 し,常 に事実に関連 して選択 しそれを急速に発話す る自動的な習慣を養
成 した時に,否 定疑問に対す る応答がこの基礎に基いて提示される。
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(6)(Forcontrastoffoロnofquestion,Isyourname[Suguki=]?/1sn,tyour
name[&呪 π砿]?Bothhaveexactlythesameanswer㎞acoo【dancewith
thefact,YTes.1渉is.)
Isyournalne[二Suzuki]?
Yes.Itis.Myname's[Suzuki].
Isn'tyour】name[Suzu】d]?
Yes.Itis.My聰meis[Suzuki]
(7)(Foroo直trastofformofquestion,Ishisna〃ze[Suguki]～/Isn"
痂3name[Suζuki]～Bothhaveexactlythesameanswer血acoo血noe
withthefact,ノVα・配isn'の
Ishisname[Suzukiコ?
No.Itisn't.Hisnameisnot[Suzuki].
Isn'thisna皿e[Suzuki]?
No.It蝕't.Hisnameisnot[Suzuki].
Hisnamejs[Maki].
この よ うな教材編成 の手法,つ ま り,事 実に関連 してseifdefmingな場 面を
設定 して行 く方法が,全 教材 を通 じて推進 され る ことは,高 く評価 され なけれ
ばな らない。 しか し,教 材 の編成 に どの よ うな苦 心 が 払 わ れ て も,Statement一
くの
qUeStiOn・anSWer・Statementの過程で,全 教材を通 して母国語を用いず,新 しい語
や構造を提示 して行 くことには相当の困難が予想される。特にわが国の中学校
の英語教育においては,能 力別の学級編成 もむずか しく,50名前後に及ぶ知能
と学習意欲のさまざまな生徒を対象 とし授業を行わなけれぽな らいのであ るか
ら,月 本語を徹底的に排除 しようとすれば特に強い抵抗が感 じ られ るで あ ろ
(1)C.C.FriesandA.C.Fri,ps,op.cit.,p.339.
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う。生徒は英米の幼児 と異なって,日本語に習熟 してか ら,英語に向っているの
であって,あ る程度 日本語を用いて,生 徒の経験の再構成を行 うべ きことは,
経験的関連の原理の教えるところである。また生 徒 は 日本語 で思考す る習慣
が身についてい るのであるか ら,日本語を用いない英語の授業においても,彼
等が頭の中で日本語を介在 させて学習す る可能性 も考慮 しなければならない。
もちろん,日 本語で醗訳や説明を与えた場合には,スピーデ ィな練習に よって,
英語の発話 と場面 との直接的な連結を強固にすべきことは当然である。 この問
題に対 してWestが次のようにいってい ることも考慮すべ きであろ う。
IntheearlydaysoftheDirectMethodthβrewasanabsolutevetoon
theuseofthemothertongue;itwassaidtoproducementaltranslation
insteadofthedirectbondbetweenideaandforeignexPression.Itisnow
realiZedthatthisisnotnecessarilythecase:theindirectbondisshort-
ci:cuitedoutbypracticejustasmemorialdodgesforrememberingpeople's
(1)
namesaree1㎞セ】atedoncethenameisestablished.
しか しFriesも母 国 語 の 使 用 が 絶 対 不 可 で あ る とい うの で は な い 。Teaching
andLearningEnglishasαForeignLanguage(P.7)では,
inthe``oralapProach"althoughthelanguageofthepupilisavoidedas
muchaspossibleitisusedwhennecessarytomakesurethatexplanations
a.rethoro㎎hlyundeτstood.
と述 べてい るのであって,わ が国の中学校 の段階 ではでき るだけ 日本語 を用い
ないで生徒 に語や構造の意味 と用法を悟 らせ,必 要 な場合 にそ の確認のために
日本語 を用い るとい う行 き方が望 ま しい。英語 に よるOra1㎞敏)ductionはやは
り確 実に行 うべ きであ って,日 本語 に よる導入 は生徒 か ら真 の意味 ・用法 を洞
(1)Michae】West,Teachin8Englishin1)t:1/ficultCircumstances,p.48.
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察 す る機 会 を 奪 うこ と に な る。
(31)
(4)
英語の教材は語 よりも構造が中心 となるべきであ ることはい うをまたない。
しか し,教師や教科書編集者が個 々の構造を単独に提示 し,説 明 し,練習する
ことを狙 うならば,生 徒を混同に導 くであろ う。 このような方法では,英 語の
発話の真の流れを理解するための進歩は望 まれない し,ま た真の伝達の場面に
おけ る効果的な発表能力の増進には,な おさら資す ることが で きな いで あ ろ
くユラ
う。つまり,教材は,単 に反復練習のためのものであってはな らないし,新 出
事項の練習のためだけの もので も,ま たその応用のためだけのものであって も
な らない。それは全体の構成の うちにおいて,既 習の事項 と新出事項がた くみ
・に織込 まれ,そ れ らの項 目はたがいに支持 し合 って,生 徒がその背景 となって
い る場面の うちに,構 造を自然に会得 しうるものであることが大切である。こ
の ような教材が編成で きてこそは じめて文法構造の説明や蘇訳を生徒に対 して
行 うべ きでない とい う主張の根拠が成立す るわけである。また こうした教材を
活用 して生徒が構造の対立を把握す るとともに,多 量の練習に よって,新 しい
言語習慣を形成す るように多量の練習を与えることが要望 され る。
Thesestructural】〔nateria1・saree]〔n..beddedinthedialogs血orderthatthey
maybepr"acticedirl.contextwithouthavngattentionattractedtothem.They
shouldbeleftu旦蔦noticed.Theguidesshouldfirstofallwamtheteacheτs
nottotalkaboutthelanguage,norto切to.explainthestructures,norto
く　　
translate重hematerials辻虻oIapanese.
これ が0∫alApproachの構 造 の 取 扱 い に 対 す る 主 張 で あ る 。 教 材 の 編 成 に あ
た つて は,言 語 学 の 知 識 が 活 用 され る が,教 授 の 実 際 に お い て は,英 語 の 構 造
。に 関 す る叙 述 ・説 明 は,厳 に 戒 め られ る 。 した が っ て,文 法 術 語 を 提 示 して 説
(1)C.C.FriesandA。C.Fires,op.cit..pp.270-271.
(2)CC.FriesandA.C.Fries,ibid.,P.24.
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き進 め るべ きで はない とす る。FriesがさきにThestructureofEnglishを公け
に し,革 新的 な英文 法 の理論を展開 して英文 法に大 きな寄与 を した こ とは 周
知 の事実で あ る。 この書物 の中で,Friesは,独特 の文法術語 を用い,終始一貫
して,英語構造 の新 しい見方 を主張 したのであ るが,学習の初 期の段階つ ま りわ
が国の中学校 の英語 教育 な どでは,文法術語 を持 出すべ きでない とい っている。
MostoftheClasslhead.wordsoftheses加 αuごeswouldbeca11ed
``nouns"辻1thetraditionalgrammars
.ThenameClasslandthe　 nouns',
oftraditionalgrammlararenotexactlythesame(SeeC.C.FriesStructure
ofEnglisゐ,Chapter10).Thesenamesarenot血 ユpoτtant.Noneofthemlareくわ
tobeusedlnthetext・booksforthepupis.
以上の英語教授 と文法に関す るF「iesの所説を言語心理学の見方 と比較 して
み よう。これは洞察の原理に関連する問題である。つ まり部分は全体の一部 と
してのみ把握 され るとい う原理か ら文法的英語教授法を見れぽ,そ の欠点はす
ぐ明 らかになる。どのように言語の部分について理論を立て,文 法規則に呼応
す るように生徒を訓練 して も,実 際の生活場面において伝達手段 としての言語
を用いる能力は上達す るものではない。Kaulfersは次のように主張 し,文 法偏
重の教師に手痛い苦言を呈 している。
Noamountoftheorizingaboutlthemechanicalpartso{alanguageapd
noamountofpractioeinfit丘qg辻 睦dividualpartstogetheraocordingtorule
w皿inthemselvesleadtoproficiencyhlusingalanguageasameansof
communication血acuall士fesituations,whethertheseberead㎞9,wri仕ng,or
spea㎞9.Ifsuchactivitywereeffective血atrulyfunctionalsense,teachers
曲ohavemajoredinforei…m,languagesinschoo1,andhavetaughtthe
㎏uagefortentofifteerLyearsby皿ethods珂otuエdilsethoseindicatedabove,
shouHbeatleastasfluentandproficientinthelanguage,whichtheyteach
(1)C.C.FriesandA.C.Fries,op.eit.,p.252.
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forfivetosixhoutsaday,asanativeFrenchman,German,Spaniard
orItalian.Thefactisthatthosewhousethesemethodsaremorelikelyto
bedefiCientthanproficientinactualabilitytospeakorwrite.Why?Because
neitherthe辻trainingnorthe辻experiencehasaffordedadequatepractice血くり
usingthelanguageasanorganicwhole.・
外国語 におけ る正確 と熟達は,で き るだけ よ く使 うことに よって獲得 しうる
ものであ る。部分 に習 熟 して も,全 体 としての外国語 の駆使力には貢献 しない
こともあ り,また部分 を強調す るあ ま り,その相対 的重要性は歪 曲 され,学 習老
は複雑 な細部に 困惑す る。個 々の部分 に習 熟 して も,全 体の習熟 は保証 され な
い。全体は部分の合計以上の ものだか らであ る。そ こでKaulfersは近 代 心 理
学 の原 則にそ って,次 の手順 を勧 めてい る。
1.Abundantopportunity,fromthestart,tohearandusethelanguage、as
avehideforthecommunicationofnユeaningfulinfornユationandideasto
anaudienceofoneormorereadersorlisteners.
2.OPPortunitiestopracticethelanguageinmeaningfulcontextineasy
emulationofcorrectInodelsorexamples.
3.Supplementaτyexplanationsandexercisesonlywhenneededtofacilitateくの
orfb【elementsof∀ocabulary,structure,orusage.
要す るに,FsciesもKaulfersもその見方 と方法に おい て,ひ じょ うに近接 し
てい る。
前述 の文法構 造の説 明を慎 まなければ な らない とい う主張 は,当 然文法術語
に も該当す るのであ って,言 語心 理学 では,経 験的関連 の原理か らも,文 法術
語 の使用を必 要 な場 合に も最小限度に とどめ るよ うに強調す る。
(1)W.V.Kaulfers,ψ.cit.,p.21.
(2)W.V.Kaulfers,ibid.,p.22.
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外 国語学習に際 して生徒 たちはい ろい ろの文 法的 カテ ゴ リーや音声学 の
術語 をお しえ られ る。 ところが,生 徒 には このカテ ゴ リーや術語その もの
の意味がわか らないのであ る。だか ら生徒はわか らない ことを説 明 して も
らうのに,さ らにわか らない こ とばを もってす る とい う結 果 に な っ て い
るo
文法的 カテ ゴ リーは,た しか に文 法学者に と つては大 きな役割 をす るに
相違 ない 。それは母国語 と外国語 とのちがい をは っき りさせ,語 法学 習を
便な らしめ ることで あろ う。 しか し生徒 に とってはそ の よ うなカテ ゴ リー
'は,自分 の経験 内容 の中にreferすべ き ものが ない のであ る。 こ うい うよ
うな術語 は最初は な しです ませ るが よい。高学年 では 出 して くる必 要 が
くユ　
、あ るに して も,最 小限度にすべ きであ る。
この よ うに,い ずれ の理論か ら考 えて も,特 にわが国 の中学校 の英語教 育な
.どにおいては,で き るだけ文 法的術語 と文 法的説 明を省 き,selfdefiningな教 材
を用 い ・事 実的な場 面 と関連 して,洞 察に よって英語 の構 造の意味 と用法を理
解 させ習熟 に導 くよ うに努力す るのが もっとも望 ま しい方法であ ることがわか
る。 しか し一面,こ の方法 を現下の環境において理想 的に徹底 して行 うことに
は さまざまな障害 の存す る こ と も認 め な け れ ぽ な らな い 。 そ こで,Oral
Approachの枠内にあ る ミシ ガ ソ大 学 英 語 教 育 研 究 所 編 のEnglishSentenc9
.Pα漉7π3やLadoの教授 法に関す る主張 を考 えてみ ると,その達成 の 目標 と基本
理論は同 じであ って も,具 体的手順に おいてFoundationsforEnglishTeaching
の所説 との問に若干 の相違が見受け られ る。Ladoの主 唱す る教順は1.ま ず
学 習 の主要 点 に 生 徒 の注 意 を 喚 起 し,2.contrastiveexamplesやsimilar
・examplesを与え,3 .生徒が 自 ら帰納的に通則を発 見す るよ うに誘導 し,4.重
点に注意 力を集 中す る練習 を与 え,5.最 後 に重 点か ら注意 を離脱 させ るため,
他 の点に注意 を集中す るPa廿emPracticeを行 い,そ の 結 果 か え って重 点に
関 す る運用 能力を無意 識 自動的 に しよ うとす るもので ある。 以上の二 つの方 法
颪は相補的 な性格 を有す るもの と考え られ るのであ って,実 際的処置 としては 目
(1)波 多野完 治外 「現代 の言語学 」pp.224-225.
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=標を 見 失 わ ず に 併 用 す る の が 適 当 で あ る。 構 造 の説 明や文法術語 につい
て も,EnglishSentencePatternsでは 生 徒 の 習 得が 不 必要 な ことを特記 して
・い るが,最 小限度の術語を用いて解説 を施 してい るのであ つて ,生 徒が言語事
実 を明確 に把握す るのを助 け るため,必 要 な場合 にはあ る程度 の説 明を与 え る
ことが有効であ る。術語 に関 して も,生 徒が言語事実を把握 した場合 には,経
験 的 関 連 の 原 理 か ら見 て も,こ れ に 対 して 抵 抗を感ず る ことはす くない
'はず であ つて ,こ うして分類 ・綜 合す るこ とが有効 な場合 も学年 が進む につれ
Lて多 く生 じて来 る
。要す るにOralApproachの唱導す る理 論的根 拠 を し っか
りとふんまえて,そ れぞれ の学級 に もっ ともふ さわ しい活 用に努むべ きで あ る
.と思 う。
(5)
OralApProachでは,新 教材 の提示に続いてPattemPracticeが行 わ れ る。
こ れ は 新 出 の 構 造 と語彙 を,生 徒 の既習の英語に結びつけ ることに よって,
理 解を確 実に し,用 法 をマス ターさせ,聞 いた場 合にす く理 解 し,ま た場面に
応 じて 自動 的に 口頭発表をす る潜在意 識的 な習慣 の養成 を 目的 とす る。Pattern
'P
raCticeには 代 入(Substitution),転換(Conversion).累積 的修 飾(MUItiple
"MOdifi
cation)などい ろいろ種類 があ る。教師 は模範を示 した後,cueを 口頭 ま
たは絵で与 え るだけで,大 半 は生徒 の活動 とな り,ス ピーデ ィな能率的練習 を
豊 富に行 うこ とがで き る。 この場 合文法構造 と語 彙だけで な く発 音の正確 も要
求す るので あって,学 習事項 を全部統合す る練習で ある。FriesがCumulative
PatternPraeticesの序 言 で 学 習 上 も っ と も重 要 な活動で あ るとい っ て い る
よ うにOralApproachのきわ めて重要 な技術であ る。わが 国の英語教育に おい
冒て も広 く用い られ てい る
。 しか しPatternPracticeの技術 が一般化す るに つ れ
て,こ れ は機械的で単 調 な練習で あ るとい う批判 が生 じて来 た。つ ま り,一 部
・の生徒には ,応 答が 自明の こ とと思われ,多 量 に行われ る練習に興味 を失 い,
・学 習利 益を感 じない よ うにな るとい う声であ る。Pattern'PraCticeの内容は多 種
多 様で あ って,Friesも単 な るお うむ返 しの練習 を固 く戒 め て い るの で あ っ
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て,EngtishPatternPracticesにも有 用 で 興 味の深い練習 問題が多量に与え ら
れ てい るので あ るが,こ の批判 は次の事実 に起 因 してい ると思 う。
PatternPracticeは学習者が英語 の文法 構造上 の工夫 を 自動的習慣にす る こと
が大 きな 目的で あ って,発 話 の意味 内容 に注意が集中す る場合で も,文 型に歪
みが生 じない よ うにす るための練習で あ る。Ladoは意識 的に要素 を選 択 し組
合せ る場 合には,学 習者 の母国語に存在 しない文型に歪 曲が起 る可能性 を予想
して次の よ うにい ってい る。'
Evenwhenaforeignlanguagestudenthasfullygraspedtheimportofa
patt(加al】dcanproduceitbyoonsciouslyselectingandputtingtogetherits
elements,迂thepattemdoesnotexistinhisnativelanguage,hewi11
匪obablydistortitwhenattemptingtouseitinanoロnalspeechsituation.
Aslongashedevoteshisfullattentiontoproducingthepattemhemaydo
itwellbuthaltingly,buttheInomentheconcentratesonthesublectof
thecon▽ersationhisproduc廿onisiikelytofallbackonpasthabit,and
くユ　
systema丘cdisto面onsofthepa廿emw丑1probablyoccur.
この よ うな歪 曲が しば しば発 生す る ことは,教 場 におけ る実際の経験で確 証
され るところで あ る。 この是正の方法 としてLadoは 次の方法を勧 め る。
Itoonsistsparadoxicallyintheconscioussubstitutionofsonユeelementother
thanthechiefelementbeingtaughtsothatp加arya廿entionisdrawnaway
fromitwhietheentkepatternisrepeated.The士nstructorpresentsthe
pattemoranyandthestlldentsrepeatitunt丑theycanprOduc6iteas丑y.The
血structortheコprovklessuわsほtutionsorallywhilethestudentsrepeatthe
く　ラ
completepa廿emincludi㎎subs廿t面on.
(1)RobertLado,PatternPrac'ice-(70mψZetellOral,SelectedArtiぐ♂θ5プ}02ηLanguage
Learning,P.42.
(2)R.Lado,`ゐ 鼠,P.43.
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Ladoの あ げ て い る例 は,ス ペ イ ソ語 と ポ ル トガ ル 語 を 母 国 語 とす る 学 生 を
対 象 と した もの で,
Im.uStgotothelibrary.
Ihavetogotothelibrary.
の 対 立 学 習 に お い て,彼 等 がmustの あ とにtoを 入 れ る傾 向 を 矯 正 し よ う と
す る もの で あ る 。 そ の 最 終 段 階 の 練 習 はLadoの 示 す 例 を 引 用 す れ ぽ
Imustgotothelibrary.
ba】磁.
postof正ice.
drugstore.
grocerystore.
shoestore.
busstation.
のlibraryからbusstationまで の語句が 口頭でcueと して与 え られ,学 生 は
例 えばImustgotothebank.とい うよ うな文を代入に よって迅 速に発表 して
行 くことにな る。問題点 はnユustgOの方に存す るのであ るが,注 意は他の点に
そ らされ,主 眼 の要素 はほ とん ど自動 釣に用い られ るよ うに な る。 こ うした練
習 におい て,個 々の音は もとよ り,リ ズ ム,強 勢,抑 揚 の正確 さが要求 され る
が,代 入 の方か ら見れば,も っ とも簡単 なや り方で あ るか ら,練 習 量に よって
は,単 調 を来たすの もやむをえない ところで あ る。 また この代入 の練習では,
WeStが戒 めてい るよ うに,生 徒 は意味 を考え な くて も文 をいえ る とい う危 険
の
が あ る。・この 傾 向 は 代 入 以 外 の 練 習 に も該 当 す る こ とが あ る 。 しか しLadoが
PatternPごacticeにつ い て
The皿o][職entitisnolo餓geraneffort,theエ鳳om,e並tyouarenottryingto
血1r-ovethis,the夏itbeco皿esdead.……Aftertheyknowthepa廿em,then,
(1)MichaelWest,op.cit.,p.50.
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theyshouldnotpracticeitanymore,foritisofnovalue.Theteachev
hasgouobeabletosensewhentheclasslmowsitandnotkeepondrilling.
くり
dri1丘口g,dri患ng.There'snopoi皿hlit.
とい ってい るよ うに,教 師は不必要に過剰 な練習 を与 えてはいけない。練習 を
終 る汐時 を悟 ることが必要で あ る。前述 の よ うなPatternkaCtioeは,それが
単 独の練習 としてのみ与え られ るな らば,生 徒 はおそ らくそ の重要性がわか ら
ない こともあ ろ う。しか し学習事項 を実際の対話 に用い る機会が あれば,簡単 と
思わ れ るPatternPracticeもそ の 効用がは っき りし,PatternPracticeに対す る
motivationを把持す るこ とがで き る。そ こでPatternPracticeで習 熟 した こ と
が らを対話に用 い る練習 を与 え ることが最終段階 としてひ じょ うに 重 要 で あ
る。 これ を心理学 的にい えぽ,練 習移調 の場 面を提供す ることが必要であ るσ
また逆 にいえばPa廿emPracticeにおい て対話 に移 調で きるよ うな場面 を背景 と,
した練習 を行 うことが肝要であ る。 こ うした観点か ら仕上げ のために工夫 され.
た練習がPupil-PupilDialogであ る。FriesはPupil・PupilDialo9の主 旨を 次 ・
よ うに述 べてい る。
Pup丑・pup避dialogsaredesigiiedtotakethesentencesthathavebeen
皿asteredindetaithroughpa廿em・prac直oeandtousetheminalargercontext.、
Fro皿theverybeg職it娼des辻abletoencourage(andatt血esrequire)
pupiStogivemorethanasinglesentenceintheiranswerstoquestioロs.Foτ.
thatpurposetheyshouldbeconstantlypressedtotrytofind,with血thet
sto=eo{Enghishtheyarebuild辻 】gllpdayafterday,pattemsthatrallfit
the辻 鵬eds.Eachlesson,certa血1yeachunit,shouldhaveacumulative・
pupi.pupildialogwhichinoorporatesinitsu加fiedoontextnotonlythenew
materialsbeingleamedまnthatpartiCularunit,butthesenewmaterials、
broughtintocontrastwithsomeo{thosethathavepreceded.Suchcumulative
(1)R.Iado,LingaisticsandFe名 擁8,π」乙an8,uageTeachin島Lan8ua8eLeamin.g,SPeciat=
、1∬ 麗8ハ10.2.,p.46.
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(1)
pupil.pupildialogscanandshouldbeginwiththevery缶stunitsstudied.
次に この主張に立 脚 し て 編 成 され たPupil・PupilDialogの範例 をFoundations'
forEngishTeaching(PP.115-116)に求 め てみ よ う。
(この対話 は三人 の生徒に よって行われ る よ うに仕組 まれ てい る。Aは 自
分 の 日本語 の名前 を用い,BとCは 英語 の名前 を用い る。)
A
、.Itisteno'dockinthemoringinTokyonow.Isn'titthesametimein
theUnitedStatestoo?
B.No,i重isn't.'Itisn'tthesametimeinJapanandintheUnitedStates.
C.111theUnitedStatesitiSq'tthesametim.einSanFranciscoandin .
NewYork.
A.AllJapanhasonlyonetime.ItBthesametime血Hokkaido,in.
Tokyo,andinKyushu.DoestheUnitedStateshavetwod迂ferenttimes?
B.No。TheUnitedStatesdoesn'thavetw6d迂ferenttimes.Ithasf6ur-'
dfferenttimes.NewYork,Chicago,Denver,andSanFranciscoeachhas.
adfferentt血e.
(Makeaspecialpointoftheetrongcontrastivestressandintonation.
patt㎝fortw6andf6ur.)
C.Londontimeisdfferenttoo.Itisteno'clockinTokyonowbuti孤.
Londonitisonlyoneo'clockinthemorning.
A.InLondonitisthesanユedayasinTokyo.InTokyoitisnow(Tues..
day)andinLondonitis(Tuesday)too.Isn'titTuesdaynowinNew.・
Yorktoo?
C.No.・ltisonlyMondayinNewYorknow.Itiseighto'clockinthe・'　
eveni㎎onMondaytherenow.
こ れ を 見 る とわ か る よ うに,対 話 は そ れ ま で に 学 習 し た 事 項 を 統 合 し た.も.伽
(1)、C.C.FriesandA.C.Fries,ψ.cit.,pp.343-一・344.
(40)人 文 研 究 第二十 三輯
で,同 一 の 文 型 が,い わ ゆ るsocialsituationにお い て,繰 返 し て用 い られ る よ う
に な っ て い る。 つ ま り拡 大 さ れ た 文 脈 に お い て,生 徒 が 意 味 内 容 に 注 意 を 集 中
し な が ら対 話 を 行 い,そ の 中 に お い て 構 造 を 選 択 す る の で あ っ て,そ れ まで の
PatternPraCticeの完 成 度 が 対 話 の 円 滑 な進 行 に 大 き く作 用 す る 。 程 度 は わ が 国
の 中 学 校 の 二 年 と思 わ れ る が,内 容 は 大 人 に も 興 味 が あ る も の でmotivation
が 強 い 。 対 話 に お い て,構 造 の 選 択 発 表 に 遅 滞 が あ る時 は,生 徒 自身 がPattern
Practiceの不 充 分 を 自 覚 す るで あ ろ う し,円 滑 に 進 行 す る 場 合 に は,Pattern
PraCticeの結 果 に 満 足 し達 成 感 が 強 い は ず で あ るか ら,PattemPraCticeに一 層 励
む 結 果 とな るで あ ろ う。 ま た この 書 物 の 方 法 で はPa廿emPracticeとPup丑一Pupil
Dialogを通 じて,生 徒 の 活 動 が 大 半 を 占 め,授 業 時 間 の 大 部 分 は 生 徒 の 練 習 に
当 て られ る よ うに な っ て い る。 生 徒 は 言 語 の 真 の 機 能 で あ る伝 達 の 練 習 を 多 量
に 行 うの で あ っ て,場 面 の 迫 真 性 と相 侯 っ て 英 語 が 身 に つ き,学 習 の 有 意 性 を
悟 るで あ ろ う。 心 理 学 的 に 見 て も,生 徒 は 受 動 的 な 聞 き 手 で は な く,授 業 に 積
極 的 に 参 加 し,た が い に 問 答 を 続 け る の で あ る か ら,実 唆 的 学 習 の 原 理 を 大 い
に 活 用 す る もの とい う こ とが で き る 。 上 述 の 諸 理 由 に よ っ て 明 らか な よ うに
PatternPracticeとPupil-PupilDialo9は誠 に 巧 み な 技 術 で あ る。
OralApproachは伝 達 の た め の 英 語 学 習 と英 語 に つ い て の 学 習 を 厳 密 に 区 別
し,伝 達 に お け る英 語 の 実 用 的 運 用 能 力 を 向 上 さ せ る た め,英 語 に 関 す る 記 述
・説 明 は 差 控 え る。 し た が っ て 授 業 の 大 半 は 生 徒 自 身 の 練 習 に 当 て ら れ る 。
こ の た め に 費 され るべ き 時 間 が 全 体 の ÷ とい うFriesの主 張 は,従 来 か ら も
繰 返 し強 調 さ れ た と こ ろ で あ る。 この 意 味 に お い てWestが
WehavetoconsiderthePupil'spracticetimeinitsrelationtothe
Teacher'stalldngt血e.Ina皿ski皿subjectstheaimistogetthemaximum
actualpractice.AskMisleamtbypractice:theteacherismerelyauxiliary:
heshows,ortells,whatistobedone:hehelpstheclasstodoitcoirectly,
andhetestswhethertheyhaveactuallyleamedtodoit.Themoreheくり
talks,theless丘血ethepupdShaveforpractising.
(1)M.West,op.戯,p.6.
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と述べ てい るの と軌 を同 じ くす るので あ る。 この よ うに実践 に よる学習 の原理
を充分に活用す るこ とは,特 に中学校 の段 階で は強 く推進 され なければ な らな
い。 このために は教科書 自体が,言 語学的に も心 理学的に も,適 切に編集 され
ることが緊要で あ る。 この点か らして もOralApproachのもっ とも顕著 な功
績 は教材編成にあ るといわ なければ な らない。
